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【最新情報3月号　トピック一覧】
*文部科学省

・「ちょっと待って！ケータイ＆スマホ」リーフレット（2014年版）（3月27日）
・「ちょっと待って！スマホ時代の君たちへ」リーフレット（2014年版）（3月27日）
＊朝日新聞
・児童虐待通告、最多２万人超　昨年、「心理虐待」が急増（3月6日）
・中高生が語るＬＩＮＥ生活　返信しなきゃと強迫観念・大半「寝る時も近くに」（3月6日）
・（養護施設の子ども、自立への壁：上）ほしいのは、自分でおれる場所（3月21日）

・施設や里親の子ども、虐待被害７１件　０９年度以降最多（3月15日）

・（養護施設の子ども、自立への壁：下）学ぶ・働く、どうつかむ（3月22日）

・困窮する１０代に食事と居場所を　福岡に「ごちハウス」（3月27日）

＊毎日新聞

・児童虐待:２万人超　３割増、最多−−１３年警察通告（3月6日）

・自立援助ホーム:４人に１人未就労　「貯金がない」４割−−毎日新聞アンケート（3月6日）
・自立援助ホーム:少女、夢は「普通の家庭」（3月6日）

・児童虐待:最多２万１６００人、３１％増　「心理的」約６割−−昨年通告（3月6日）

・自立援助ホーム:入所者の思い　夢は「普通の家庭」　／広島（3月10日）

・人権侵害:「体罰」２．４倍　昨年８８７件　関心高まり相談急増(3月14日)

・くらしナビ・ライフスタイル:犯罪・貧困、女性の魂の叫び　映画「トークバック」坂上香監督に聞く（3月18日）

・特集ワイド:ベビーシッター事件、真の問題点とは　深刻な子育て事情、３人に聞く（3月24日）

・Ｌｉｓｔｅｎｉｎｇ:＜千葉・福祉センター虐待＞入所者死なせた２３歳元職員　未熟さ、暴力で補う（3月27日）

・出口なき園:千葉・福祉センター虐待／中　連携の動き、少しずつ　罪悪感、物言えぬ親（3月28日）
*文部科学省

・「ちょっと待って！ケータイ＆スマホ」リーフレット（2014年版）（3月27日）
■　リーフレットの内容
携帯電話やスマートフォンなどの情報化の進展に伴う、インターネット上の有害情報などが青少年におよぼす悪影響等から青少年を守ることは、緊急に対応を要する重要課題となっています。このような実態を踏まえ、文部科学省では、特に携帯電話やスマートフォンなどのインターネット利用に際しての留意点やトラブル・犯罪被害の例、対応方法のアドバイスなどを盛り込んだ子供向けリーフレットを作成しました。子供たちが読みやすいよう、マンガを使って事例を解説するなどの工夫をしました。子供たちだけでなく親子で一緒に読んで、携帯電話やスマートフォンなどのインターネットを介して起きた事件例やその対処方法を知ったり、子供に携帯電話やスマートフォンなどを適切に使うためのモラルやマナー、利用のルールなどについて、親子で話し合い、学び合うための参考としてください。
体裁：A4版
対象：小学生・中学生
作成：平成26年3月

http://www.mext.go.jp/a_menu/sports/ikusei/taisaku/1345365.htm
・「ちょっと待って！スマホ時代の君たちへ」リーフレット（2014年版）（3月27日）
■　リーフレットの内容
携帯電話やスマートフォンなどの情報化の進展に伴う、インターネット上の有害情報などが青少年におよぼす悪影響等から青少年を守ることは、緊急に対応を要する重要課題となっています。このような実態を踏まえ、文部科学省では、特に携帯電話やスマートフォンなどのインターネット利用に際しての留意点やトラブル・犯罪被害の例、対応方法のアドバイスなどを盛り込んだ高校生向けリーフレットを作成しました。携帯電話やスマートフォンなどのインターネットを介して起きた事件例やその対処方法を知ったり、携帯電話やスマートフォンなどを適切に使うためのモラルやマナー、利用のルールなどについて、学ぶための参考としてください。
体裁：A4版
対象：高校生
作成：平成26年3月

http://www.mext.go.jp/a_menu/sports/ikusei/taisaku/1345380.htm
＊朝日新聞
・児童虐待通告、最多２万人超　昨年、「心理虐待」が急増（3月6日）
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警察から児童相談所への通告児童数
　虐待を受けているとして全国の警察が昨年１年間に児童相談所に通告した児童（１８歳未満）は２万１６０３人で、前年を３２％上回り、過去最多を更新した。子どもの心を傷つける「心理的虐待」が４９％増で、特に増加が目立つという。

　警察庁が６日、発表した。

　通告児童２万１６０３人のうち、５７％にあたる１万２３４４人が心理的虐待だった。このうち８０５９人は、配偶者らに対する暴力（ＤＶ）を子どもの目の前で行うことで心を傷つける虐待。前年より４８％増え、全体の増加分の半数をこの形の虐待が占めた。

　ほかに、身体的虐待は１８％増の６１５０人、育児放棄（ネグレクト）が８％増の２９６０人、性的虐待が９％減の１４９人だった。

　通告児童数は、統計を取り始めた２００４年以降、毎年増えている。警察庁は、通告児童数の増加を「児童虐待への社会の関心が高まり、通報や相談が多くなっているため」と分析。特にＤＶに伴う虐待が目立つことについては「ＤＶ自体の認知が増加している影響」とみている。

　通告とは別に、事件として逮捕、書類送検したのは４６７件、４８２人。前年より５件、４人減ったが、ともに過去最多だった１２年に次いで多い。このうち、心理的虐待の摘発が１０件増の１６件で、子どもに刃物を示して脅すといった暴力行為等処罰法違反が１２件を占めた。

　また、事件で児童が死亡したのは７人減の２５人で、過去最少となった。警察庁は「児童相談所と連携した積極的、迅速な対応が死亡減につながっている」とみている。（吉田伸八）

　■「心理的虐待」の例

・暴力的言動で脅す

・ほかのきょうだいと比べ著しく差別的な扱いをする

・無視や拒絶的な態度をする

・目の前で配偶者や家族らへの暴力を繰り返す

・「生まなければよかった」などと心を傷つける言動を繰り返す

※児童虐待防止法は「心理的虐待」について「暴言や拒絶的対応、配偶者への暴力、その他児童に著しい心理的外傷を与える言動」と定義している

http://digital.asahi.com/articles/ASG355CQHG35UTIL021.html?iref=comkiji_txt_end_s_kjid_ASG355CQHG35UTIL021
・中高生が語るＬＩＮＥ生活　返信しなきゃと強迫観念・大半「寝る時も近くに」（3月6日）
私たちにとってＬＩＮＥってなんだろう――。中高生に急速に広がった無料通信アプリのＬＩＮＥ。便利だけれど、スマートフォン依存やいじめなどのトラブルの温床にも。生徒自身が問題点を考えて報告したり、ＬＩＮＥいじめの劇を上演したりするなど、学校現場でユニークな試みが始まっている。
　「メッセージを読んだら（相手の画面に）『既読』の印がつく。返信しなくては、という強迫観念に襲われてしまいます」

　「すばやく複数の人と会話できるから便利です」

　■オトナに実態講義

　大阪市旭区の府立旭高校。「講師」として教室の前に立つのは、高校１年生の生徒たちだ。ＬＩＮＥについて実体験をふまえて現状や問題点を解説する。教師や区職員らが「生徒」として耳を傾ける。１月末にあった現代社会の授業の一コマだ。

　「いじめ」「利用のルール」など、テーマを決めて班ごとに発表した。ある班は、クラスの３７人のうちスマホを寝室に持ち込んでいるのは３２人（８６％）、食事中もＬＩＮＥをしているのは７人（１９％）などの現状を伝えた。

　別の班はＬＩＮＥの「面倒くさいところ」として、大量の未読メッセージがたまることを挙げた。女子生徒は「しばらく見ない間に４６９件もメッセージの通知が来ていた」と説明した。絵文字より大きな絵柄の「スタンプ」を相手に連続してたくさん送りつける嫌がらせもあると報告された。

　多くの生徒は、相手がメッセージを読んだ既読の印がついても返信がない「既読無視」のつらさを訴えた。「既読の印をオンやオフにする機能をつければ、いじめなどの問題がなくなる」との提案もあった。

　佐藤功教諭は「生徒たちは、大人に教えることで現状を分析でき、やったらあかんことも共有できます」と話す。同校の１年生有志は３月２６日、区主催の「高校生が教える！　オトナのためのＬＩＮＥ白熱教室」で講師役になり、親や先生たちにＬＩＮＥについて解説する予定だ。

　■作文書いて客観視

　名古屋市の私立東邦高校の１年生のある学級では、ホームルームの時間にＬＩＮＥについてアンケートをし、作文を書いた。昨年１１月に朝日新聞生活面に掲載されたＬＩＮＥの特集記事を読み、話し合ったうえでのことだ。

　４０人の学級で８８％がＬＩＮＥを利用、勉強や生活の妨げになったと感じる生徒が７０％を超えた。１日の利用が２時間以上の生徒が１５％、午前３時まで利用したことがある生徒も１８％いた。担任の木村剛教諭は「予想以上に多くの生徒がＬＩＮＥをしていることに驚いた。作文を書くことは客観的にＬＩＮＥの良い面、悪い面を考えるきっかけになったのでは」と話していた。

　■ネットいじめを劇に

　大阪府

 HYPERLINK "http://www.asahi.com/topics/word/寝屋川市.html" \o "寝屋川市のトピックスを開く" 寝屋川市にある１２の市立中学校の生徒会でつくる「寝屋川市中学生サミット」では８月、ＬＩＮＥいじめの撲滅劇を上演する。

　サミットの生徒たちは、２００９年からメールのやりとりや掲示板で起こるネットいじめを題材に撲滅劇を上演している。昨年の筋書きは、バスケットボール部のレギュラー争いでねたまれた転校生がＬＩＮＥで悪口を書かれ、グループから外されるが、最後はクラス全員で絆を取り戻すというものだった。

　今年はどうするか。２月中旬に開いた打ち合わせに集まったのは１１人の生徒たち。いじめやＬＩＮＥのトラブルの事例などを報告しあい、台本作りに向けて構想を練った。

　ある女子生徒は「友達がＬＩＮＥのコメントを巡ってけんかした。ＬＩＮＥで怖い表情のスタンプをつけて『死ね』と書かれたら本気やと思う。笑いながら冗談で言う『死ねや～』とは重みが違う」と話した。また「仲間うちでいじめられている子がＬＩＮＥで悪口を書かれ、クラス全体に広まった」などのケースも報告された。

　中学生サミットでは上演後にＤＶＤを市内の小中学校３６校に配布する予定だ。メンバーの１人で中学２年生の岩井瑞希さん（１４）は「ＬＩＮＥはいじめに気をつければ、友情や恋愛、勉強にだって役に立つ。（劇の上演で）気をつけようっていうメッセージが広がると思う」と話した。

　■教師もダンス創作

　一方、教師たちの取り組みもある。東京都の高校のダンス部が成果を披露する「体育実技研究発表会」（東京都女子体育連盟主催）で、若手教員１３人も創作ダンスを発表した。テーマは「ＬＩＮＥ～それって本当につながっているの？～」。２月上旬のことだ。ＬＩＮＥとボーダーラインという二つの言葉の意味を重ね、「ＬＩＮＥでつながっていることだけが絆ではない。本当のつながりは何？」と問いかけるメッセージを込めた。

　スマホを指でタッチしている場面や、ＬＩＮＥでのコミュニケーションが断ち切れ、もがく様子もダンスで表現した。最後は横一列に並び、指先で、心のバトンを渡してつながるイメージを表した。

　参加した都立六郷工科高校の大島宏基教諭は「人と人とのつながりの大切さをダンスで問いかけたかった。休み時間も携帯に夢中な子が多い。もっと会話を大切にしてほしい」と話す。（山根由起子）

　■生徒たちの声（東邦高校の作文から抜粋）

　【便利で欠かせない】

　●翌日の持ち物、テストの範囲を聞く、中学校の友達とコミュニケーションをとるなど欠かせない便利なツールだ。（男）

　●学校で全然しゃべれなかった子でもＬＩＮＥなら簡単に話すことができ、学校でも話せるようになった。（女）

　　　　＊

　【ここが問題】

　●ＬＩＮＥにはまり、部屋が汚くなり、成績が下がり最悪な状態に。楽しい物も使い方次第で楽しくなくなる。（男）

　●友達とカラオケやボウリングに行っても見ているのはスマホの画面。「俺と遊んでも楽しくないのだろうか」とよく思う。（男）

　●友達とどちらかが寝落ちするまでＬＩＮＥで会話していて夜中の２時までやっていることがある。勉強がおろそかになり、生活リズムが崩れ、睡眠不足を招いてしまう。（女）

　●ＬＩＮＥで暴言を浴びせられ、グループから強制退会させられた。（男）

　　　　＊

　【携帯は持たない】

　●僕は携帯を持っていない。「携帯がなかったら死ぬだろ」という人もいるが、スムーズな生活を送れ、授業にも集中できる。（男）

http://digital.asahi.com/articles/DA3S11013645.html?iref=comkiji_txt_end_s_kjid_DA3S11013645
・（養護施設の子ども、自立への壁：上）ほしいのは、自分でおれる場所（3月21日）
　全国の児童養護施設には、約３万人の子どもたちが暮らしている。施設にいられるのは、原則１８歳未満まで。１８歳より前に出されるケースもある。家族の支えがない子どもが多い中、自立にはハードルがある。

　■中退３日後に「家」失う

　名古屋市の男性（２０）は高校を中退した３日後、１５歳で施設を出された。その施設では、高校へ進学しなければ退所するのが「慣例」だった。

　小学校で授業についていけなくなっていたが、生きる場所を失うのが怖くて高校へ。なじめずに喫煙や無断欠席を繰り返し、１年生で中退した。

　職員の一人（５７）は「定員も、職員の数にも限りがある。高校に行かなくても喫煙しても、同じように施設にいられるのか。他の子への影響も考えざるを得ない」。そう言いながら、「学歴も、家族の支えも、お金も持たない子どもが一人で生きていくのはどれほど過酷か」と悩む。

　厚生労働省は２０１１年、中学卒業や高校中退で就職する子どもについて、「卒業や就職を理由に安易に施設を退所させることがないように」と全国の自治体に通知を出した。だが支援者たちは、中学卒業や高校中退をした子どもが退所させられるケースは、今もあると指摘する。

　その後、男性は中国地方の母親に引き取られた。３歳で施設に預けられ、小学３年で父が亡くなるまで母はいないと思っていた。その母と、何をどう話せばいいのか――。友人もいない見知らぬ土地。年上の人との接し方がわからず、職場でも孤独だった。

　名古屋市に戻り、市の就労支援事業「サポートいずみ」を通じて、生い立ちを理解した上で受け入れてくれる土木会社に就職したのは、１９歳の時。男性は「ふらふらしていた自分が恥ずかしい」と振り返る。「中退後も施設におれるなら、自立できるまでいたかった。それができないなら、せめて施設出身者が住める家がほしい。自分が自分でおられる家です」

　■進学したけど働きづめ

　厚労省によると、児童養護施設を出て大学や専門学校へ進学するのは約２割。全国の高校卒業者の進学率約７７％（文部科学省調べ）を大きく下回る。進学しても、経済的な理由などで中退するケースは少なくない。

　父親からの虐待で、中３から都内の児童養護施設で暮らした安田和喜さん（１９）は、昨春大学に入り、一人暮らしを始めた。待ち望んだ学生生活。だが現実は過酷だった。

　施設を出る際、国と都から学費や生活費として計約９０万円が支給された。残りの学費は、返済義務のある奨学金約５００万円を受けた。アパートの初期費用なども含め、すべての生活費は自分でまかなわなければならない。週４日、午前２時ごろまで掛け持ちでバイトを続けたが次第に体がついていかなくなった。働きづめの自分と、学生生活を楽しむ友人たちとの「格差」もこたえた。

　数週間、部屋に引きこもると、１カ月余りで金がなくなり、電気、水道、ガスが止まって家賃も払えなくなった。バイト再開後も大学へ行く気力はわかず、中退を考えた。

　しかし、昨年末に児童養護施設経験者らを支援するＮＰＯ法人「日向（ひなた）ぼっこ」の有給職員になったおかげで、他のバイトを辞められ、考え直した。「自分のように虐待を受けた子どもを支援したい」。そのために大学を卒業したいと今は思う。

　施設を出た人の相談にも乗る安田さんは、虐待経験者は自己肯定感が低く、人間関係に悩みがちだと感じている。「なのに家族に頼れず公的な支援も手薄で、中退や転職を繰り返す。施設を出ても『いつ帰ってきてもいいよ』と精神面で支援してもらえたら」

　■職を転々「寂しかった」

　義務教育を終えた２０歳未満の受け入れ施設には、就職した子どもらが生活支援などを受ける自立援助ホームがある。都道府県が必要性を認めた場合に入居でき、児童養護施設を出た子どもが入ることもある。

　児童養護施設や自立援助ホームで暮らした経験のある東京都の女性（２８）は今、生活保護で暮らす。

　幼稚園の頃からおじに性的虐待を受け、父親には暴力をふるわれ「人間以下のクズ」と言われて育った。中学の先生に助けを求め、児童養護施設へ。ずっといたかったが、両親の反対で１カ月で自宅に戻った。進学したくても高校に行かせてもらえず、ひきこもりと家出を繰り返した。

　１８歳の時、家を出た。原則１８歳未満対象の児童養護施設に入れず、自立援助ホームへ。無職ではホームにいづらく、冷凍食品工場で働いた。ホームで暮らしたのは２０歳まで。その後は職を転々とした。金がなくなり、２４時間営業のファストフード店やネットカフェで眠ったことも、道ばたで男性から声をかけられ、ついて行ったこともある。「寝る場所が欲しかったし、寂しかった」

　生活保護を受けて暮らしが安定し、精神科の病院にも通えるようになった。施設を出た人を支援する「ゆずりは」（東京都

 HYPERLINK "http://www.asahi.com/topics/word/小金井市.html" \o "小金井市のトピックスを開く" 小金井市）に足を運び、「少しずつ人を信頼できるようになってきた気がする」と話す。

　「１８歳の時、働く必要のない児童養護施設に入れていたら、進学の夢がかなっていたかもしれない」と女性は言う。

　将来は大学へ行き、福祉関係の仕事に就きたい。そう考えている。

　（長富由希子、田中陽子）

　◆キーワード
　＜児童養護施設＞　原則１８歳未満が対象で、全国５９５施設に約２万９千人の子どもが暮らす（１３年１０月現在、厚労省調べ）。１２年度に新たに入った５１６８人の入所理由は、親の虐待が３５％、親の放任怠惰１３％、親の精神障害９％、監護困難６％、親の入院６％など。自立への支援が必要だと認められれば、２０歳未満まで入所を延長できる仕組みもあるが、あまり活用されていない。

http://digital.asahi.com/articles/DA3S11040739.html?iref=comkiji_txt_end_s_kjid_DA3S11040739
・施設や里親の子ども、虐待被害７１件　０９年度以降最多（3月15日）
虐待や死別などの理由で親から離れて施設や里親のもとで暮らす子どもへの虐待が２０１２年度に７１件確認され、被害者も１７３人にのぼった。厚生労働省が１４日、全国の自治体からの報告結果を公表した。件数、人数ともに調査を始めた０９年度以降で最多。厚労省は「施設職員や子どもに虐待の問題が知られるようになり、通報が増えたのではないか」とみている。

　最も多いのは、身体的虐待の４５件だったが、性的虐待が前年度の１件から１３件に急増。暴言などの心理的虐待は１０件、世話を放棄するネグレクトも３件あった。具体的な内容では、指導に従わない子どもを注意する際にたたく、蹴る▽「家へ帰れ」「パトカー呼ぶぞ」などと暴言をはく、といったケースが報告された。被害者のうち男子は１０６人、女子は６７人だった。

　施設別では児童養護施設が５１件で最多。里親・ファミリーホームも７件あった。虐待をした職員や里親の半数近くは、実務経験が５年未満と短かった。

　児童養護施設の実情をめぐっては、今月までテレビ放映されたドラマ「明日、ママがいない」での描き方に対し、全国児童養護施設協議会などが「偏見を生む」として抗議したのをきっかけに関心が高まった。児童養護施設にいる子どもは昨年１０月時点で約２万８千人。専門家の中には「特に性的虐待は発覚しにくく、実態をつかむのは難しい」との指摘がある。

　同協議会は、虐待に関する職員研修を各施設に呼びかけている。武藤素明・副会長は「虐待の問題への意識は施設ごとで差がある。こうした事実があることを受け止め、全体で改善しないといけない」と話す。（畑山敦子）

http://digital.asahi.com/articles/ASG3G5KK6G3GUCLV00R.html?iref=comkiji_txt_end_s_kjid_ASG3G5KK6G3GUCLV00R
・（養護施設の子ども、自立への壁：下）学ぶ・働く、どうつかむ（3月22日）
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　児童養護施設で暮らす子どもたちが、独り立ちするまでにはさまざまな困難がある。現状や制度はどうなっているのか。

　■進学２割、施設で差

　児童養護施設を出て大学や専門学校に進学する子どもは、およそ２割（厚生労働省調べ）。施設で暮らした子どもの場合、親の支援は得られないケースが多い。奨学金を受ける道はあるが、情報収集などで子どもをどの程度支援するかは、施設によって差が大きい。

　施設経験者の自立を支援するＮＰＯ法人ブリッジフォースマイルの林恵子代表は「ハンディを抱える子にとって、学歴は生きていくための強みになる。進学できるかどうかが、入った施設に左右されるのはおかしい」と話す。

　大学や専門学校の中退者も少なくない。ブリッジフォースマイルによると、進学者のおよそ３割が中退している。過去１０年の進学者６５４人のうち、中退したのは経済的な理由が２５％、精神的不調・負担が１８％、学業とアルバイトの両立困難が１６％と続いた。

　親の援助が見込めない進学・就職者に対し、国と自治体は計約２７万円を支給。自治体によっては上乗せするが、林さんは「金額が十分でない」と指摘する。「親の支えのない子どもたちは、途中で挫折しても、親元に帰って生活を立て直すことができない」

　この時の調査では、就職後の勤続年数が短い傾向も見られた。離職の理由は、仕事自体への不満２９％、人間関係２０％、肉体的・精神的に健康を損ねた９％など。「保証人を確保しづらいため寮つきの職場を望むなど、目先の生活を優先し、消去法で職場を選ばざるを得ない。ミスマッチが起こりやすい。夢を持てず、生きること自体に意欲が低い子も多い」と林さんは言う。

　親の虐待で、中学生から児童養護施設で暮らした神奈川県の女性（２１）には英語の先生になる夢があった。しかし、「大学進学は親の援助がないから無理」とあきらめた。

　高校を出て就職したが、人間関係がうまくいかずに２度転職。収入が途切れるとすぐに貯金が底をつき、１日１食で耐えた。今は飲食店のバイトを掛け持ちして暮らす。「お金をためて大学に行くよう勧める人もいるが、その間の生活費はどうするのか。友人は遊ぶためにバイトをするけど、私は働かないと生きていけない」

　■「大人扱い」、減る支援

　原則１８歳までいられるはずの施設を、高校中退や中卒のために途中で出されるケースもなくならない。

　東京都の自立支援コーディネーターで都内の児童養護施設「子供の家」副施設長の早川悟司さんは「実際には都市部を中心に、帰れる家がないケースでも施設を出されている。高校を卒業できる子どもよりも、高校中退や中卒の子どもの方が難しい問題を抱えているにもかかわらず、社会に出されるのは、大きな矛盾だ」と指摘する。

　早川さんは、こうしたケースがなくならない理由として、施設や児童相談所の職員の認識不足や、保護が必要な子どもの受け皿不足があると指摘する。

　「虐待の通報が増えているが、受け入れ人数には限りがある。受け入れなければならない数が多い都市部には、高年齢児より幼い子どもを優先しがちな自治体もある。解決には、受け入れ先を増やす必要がある」

　施設を出た後、暮らしに困る人も少なくない。都の調査によると、施設などを出た１８歳以上の人の生活保護受給率は８％。都全体の２％より高い。

　施設などを出た人の無料相談所「ゆずりは」の高橋亜美所長は「虐待などのトラウマを抱え、家族に頼れず、社会的支援も十分に受けられなかった人たちが多いのに、『大人になったから自己責任』と突き放すのは、あまりに過酷。行政は施設の職員配置や、自立の際の経済的・心理的支援を拡充すべきだ」と話す。（長富由希子、田中陽子）

http://digital.asahi.com/articles/DA3S11042766.html?_requesturl=articles%2FDA3S11042766.htmlamp
・困窮する１０代に食事と居場所を　福岡に「ごちハウス」（3月27日）
　家庭が貧しかったり、親が不在続きだったりして、自宅で食事を満足にとれない１０代後半の子どもを対象に、手料理を無料で提供する「家」が来月、福岡市にオープンする。高校中退者らの支援をしてきた民間団体が「公的支援の網からこぼれた子たちに居場所を」と、開設を決めた。

　この団体は一般社団法人「ストリート・プロジェクト」（ストプロ、事務所・福岡市

 HYPERLINK "http://www.asahi.com/topics/word/博多区.html" \o "博多区のトピックスを開く" 博多区）。２０１０年８月に、自分の子どもが不登校になった経験を持つ保護者や弁護士らが設立した。主に１０代後半の子どもの支援が目的で、高校中退者らに高校卒業程度認定試験に向けた勉強を無料で教えるなどの活動をしてきた。

　開設するスペースは「ごちそうさま」という言葉から、「ごちハウス」と名付けた。ほっとできる「家」のような場所にしたいという願いも込めている。来月下旬に、ストプロの事務所がある福岡市

 HYPERLINK "http://www.asahi.com/topics/word/博多区.html" \o "博多区のトピックスを開く" 博多区

 HYPERLINK "http://www.asahi.com/topics/word/博多駅.html" \o "博多駅のトピックスを開く" 博多駅前３丁目のマンションの一室に開設し、居間など約５０平方メートルを開放する。

　利用者は中学卒業後の１０代を想定。親の虐待などがあっても、児童相談所の対象は１８歳未満だ。家のことで悩んでも公的機関に相談できない子も多いため、民間の立場でできることをしようと思ったという。

　開設時間は当面は昼食時～午後８時ごろ。利用は要予約で、スタッフが手作りする食事を昼と夜に提供する。悩みにも積極的に耳を傾け、深刻な内容だった場合は自治体などと連携して対応するという。

　坪井恵子代表理事（５３）は「子ども時代にご飯を作ってもらえなかった親が、自分の子に同じことをしてしまうケースも少なくない。その連鎖を断つ必要がある」と話す。親が料理をする姿を見たことのない子もおり、一緒に食材を買いに行ったり料理したりすることも考えている。

　部屋の家賃や食材代など運営費は年約２００万円。支援者が提供した古本を売った収入などを充てる予定で、寄付などの支援を呼びかけている。問い合わせは坪井さん（０８０・３３７６・３５１０）。

■親のリストラ・虐待…行き場失う

　ストプロの坪井さんは、家庭の事情で日々の食事がとれない子どもたちを多く見てきた。親の虐待などで家に帰れない娘の友人たちに自宅を開放し、食事を世話した経験もある。「虐待があって自宅に居場所がない子、電気やガスの支払いが滞って止められ、食べ物を万引きするまで追い込まれる子もいた」

　貧困に陥る原因はさまざまだが、親がリストラされたり、病気で働けなくなったりした例があった。経済的に追い詰められ、子どものバイト代を使い込む親もいた。

　福岡県内の高校に勤務する５０代の教員も、家庭の事情に悩む１０代の実態を見てきた。義父による性的虐待を避けるため、友人宅を転々とする女子生徒や、親が世話を放棄するネグレクトの状態で、食事も作ってもらえず、弁当代も渡されていない生徒もいた。高校では給食がないため、この生徒は昼食を食べられず、同僚の教員とお金を出しあって買った米をこっそり渡したこともあるという。

　「親の失業などでご飯が食べられない子や、虐待されて家に帰れず行き場を失っている子は少なくない」と指摘する。（山下知子）

http://www.asahi.com/articles/ASG3S3TY8G3STIPE00Q.html
＊毎日新聞
・児童虐待:２万人超　３割増、最多−−１３年警察通告（3月6日）

　全国の警察が２０１３年に虐待の疑いがあるとして児童相談所に通告した子どもの数は前年比３１・８％増の２万１６０３人で、統計を取り始めた０４年の２２倍に上り、過去最多だったことが警察庁のまとめで分かった。子どもの前で配偶者に暴力を振るう「面前ＤＶ（ドメスティックバイオレンス）」が同４８・４％増の８０５９人で全体の数字を押し上げた。同庁は「ＤＶ事案の認知件数が増加したことや面前ＤＶも虐待という認識が広まった」と分析している。【川辺康広】

　通告を類型別にみると、「生まれて来なければよかった」との暴言を繰り返すなどの心理的虐待が１万２３４４人（前年比４９・３％増）で全体の約６割を占め最多。うち６５％が面前ＤＶだった。続いて、身体的虐待６１５０人（同１７・８％増）▽食事を与えないなどの育児怠慢・拒否２９６０人（同８・２％増）▽性的虐待１４９人（同８・６％減）−−だった。

　警察による摘発件数と摘発者数は、それぞれ４６７件、４８２人で、いずれも過去最多だった前年と同水準だった。摘発件数で最も多かったのは身体的虐待で３３４件。心理的虐待は被害の立証が難しいこともあり、摘発は子どもに刃物を突き付けるなどした１６件にとどまった。

　摘発された事件で被害者となった子どもの数は４７５人で、うち２５人が死亡した。子どもの側からみた加害者との関係は、割合の多い順に▽実父３７％▽養父・継父２４％▽実母２０％−−などだった。

　◇児童ポルノも最多１６４４件摘発

　一方、子どもの裸の画像を製作したり受け渡しをしたりしたとして、警察が昨年に摘発した児童ポルノ事件は前年比３％増の１６４４件、被害者の子どもは同２１％増の６４６人で、いずれも過去最多だった。

　被害者の子どもが加害者と連絡を取った手段は、スマートフォン（多機能携帯電話）が３２％で最も多く、旧来の携帯電話の１８％を大きく上回った。

http://mainichi.jp/area/news/20140306ddf001040024000c.html
・自立援助ホーム:４人に１人未就労　「貯金がない」４割−−毎日新聞アンケート（3月6日）
　家庭での生活が困難な未成年者が共同で暮らす「自立援助ホーム」の入所者のうち、４人に１人が未就労であることが６日、毎日新聞のアンケート調査で分かった。就労者のうち半数以上が１０万円未満の収入しかなく、自立するうえで一番困難な理由は「貯金がない」で約４割を占めた。厚生労働省によると、入所者の就労状況が明らかになったのは初めて。専門家からは就労支援の必要性を指摘する声が上がっている。

　自立援助ホームは児童福祉法で規定され、虐待や親の育児放棄などを理由に家庭に帰れない１５〜１９歳の子供が本来は働きながら暮らす施設。全国１１０施設のうち、所在地が明らかな８０施設とその入所者を対象に、生活状況などについて昨年１２月、７項目のアンケート調査を実施。これまでに３５施設と入所者１０４人から書面で回答を得て、電話で追加取材をしてまとめた。

　「現在、働いていますか」との問いに、「いいえ」としたのは２７人（２６％）。働いている入所者に月収を尋ねたところ、「１０万円以上」との回答が３５人（３４％）の一方、「３万円以下」も１１人（１１％）に上った。さらに「自立するうえで一番の困難な理由」は「貯金がない」の４７人（４５％）がトップだった。

　就職先は正規雇用ではなく、アルバイトが多いとみられる。その背景には学習機会が少なかったなどの理由のほかに、東京都内の自立援助ホームの職員は「虐待によるコミュニケーション障害がある。子供を長期的に支援する必要がある」と指摘する。

　一方、自立援助ホームを管轄する厚労省家庭福祉課は、「自立援助ホームの関係者らとの協議を通して、自立支援に何が必要かを考えていきたい」としている。【黄在龍、中里顕、吉村周平】

http://mainichi.jp/area/news/20140306ddf001040027000c.html
・自立援助ホーム:少女、夢は「普通の家庭」（3月6日）
　虐待や育児放棄などを理由に家庭に帰れない未成年者が働きながら暮らす「自立援助ホーム」。入所者のうち４人に１人が未就労という実態が毎日新聞のアンケート調査で明らかになる中、中国地方の自立援助ホームで生活する少女（１７）が取材に応じ、日ごろの悩みや思いを赤裸々に語った。

　「お店にやって来た親子が話す姿や、手をつなぐ姿を見ると悲しくなります。自分は親がいないから、こんなに苦労するのかって。考えても意味がないことは分かっているんだけど……」

　少女は現在、飲食店でアルバイトをしながら通信制高校に通っている。母子家庭で育ったが、中学の時に母親が病気で亡くなり、児童養護施設に入所。しかし、施設では人間関係がうまくいかず、けんかばかり繰り返した。中学卒業と同時に施設を飛び出し、自立援助ホームで生活する。

　起床は午前７時半。部屋の掃除を済ませると、アルバイト先の飲食店に向かう。ホーム施設長の勧めで面接を受け、ようやく見つけたアルバイト先だった。体調が良ければ週４〜５日、夕方までの勤務を繰り返すが、それでも給料は月６万円ほど。精神的に落ち込むと出勤日は激減し、手取りで３万円に届かない月も。毎月３万円の入所費や携帯電話料金を支払えば、手元にお金は残らない。少女は「化粧道具も洋服も欲しい。わがままって言われるかもしれないけど、私だって普通の人並みの生活がしたい」と嘆く。

　帰宅は午後６時ごろ。夕食や後片付け、入浴を済ませ、同１１時には消灯となる。正直、ほとんど勉強はできていない。「共同生活だから、仕事から帰っても気を使い続けなければならない」と話し、自立援助ホームから出たい気持ちを募らせる。「ただ、日々の生活で精いっぱい。このままで本当に将来、自立できるのか不安でたまらない」とつぶやく。

　美容業界で働く夢を持っていたが、しばらくお預けにした。「今の夢は、普通の家庭で生活すること。心から落ち着ける場所で生活したい」【黄在龍】

http://mainichi.jp/select/news/20140306k0000e040259000c.html
・児童虐待:最多２万１６００人、３１％増　「心理的」約６割−−昨年通告（3月6日）[image: image3.jpg]WEEERICFFEORIE 4
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　全国の警察が２０１３年に虐待の疑いがあるとして児童相談所に通告した子どもの数は前年比３１・８％増の２万１６０３人で、統計を取り始めた０４年の２２倍に上り、過去最多だったことが警察庁のまとめで分かった。子どもの前で配偶者に暴力を振るう「面前ＤＶ（ドメスティックバイオレンス）」が同４８・４％増の８０５９人で全体の数字を押し上げた。同庁は「ＤＶ事案の認知件数が増加したことや面前ＤＶも虐待という認識が広まった」と分析している。【川辺康広】

　通告を類型別にみると、「生まれて来なければよかった」との暴言を繰り返すなどの心理的虐待が１万２３４４人（前年比４９・３％増）で全体の約６割を占め最多。うち６５％が面前ＤＶだった。続いて、身体的虐待６１５０人（同１７・８％増）▽食事を与えないなどの育児怠慢・拒否２９６０人（同８・２％増）▽性的虐待１４９人（同８・６％減）−−だった。

　警察による摘発件数と摘発者数は、それぞれ４６７件、４８２人で、いずれも過去最多だった前年と同水準だった。摘発件数で最も多かったのは身体的虐待で３３４件だった。

　摘発された事件で被害者となった子どもの数は４７５人で、うち２５人が死亡した。子どもの側からみた加害者との関係は、割合の多い順に▽実父３７％▽養父・継父２４％−−などだった。

　一方、摘発した児童ポルノ事件は前年比３％増の１６４４件、被害者の子どもは同２１％増の６４６人で、いずれも過去最多だった。

http://mainichi.jp/shimen/news/20140306dde001040094000c.html
・自立援助ホーム:入所者の思い　夢は「普通の家庭」　／広島（3月10日）
　虐待や育児放棄などを理由に家庭に帰れない未成年者が働きながら暮らす「自立援助ホーム」。毎日新聞のアンケート調査で、入所者のうち４人に１人が未就労という実態が明らかになった。自立する上で一番困難な理由は「貯金がない」が４割を占めるなど、先が見えない将来に苦しみながらも、少年少女たちは希望を持ち続けている。【黄在龍、石川裕士】

　「お店にやって来た親子が話す姿や、手をつなぐ姿を見ると悲しくなります。自分は親がいないから、こんなに苦労するのかって。考えても意味がないことは分かっているんだけど……」

　中国地方の自立援助ホームで暮らす少女は現在、飲食店でアルバイトをしながら通信制高校に通っている。母子家庭で育ったが、中学の時に母親が病気で亡くなり、児童養護施設に入所。しかし、施設では人間関係がうまくいかず、けんかばかり繰り返した。中学卒業と同時に施設を飛び出し、自立援助ホームで生活する。

　起床は午前７時半。部屋の掃除を済ませると、アルバイト先の飲食店に向かう。ホーム施設長の勧めで面接を受け、ようやく見つけたアルバイト先だった。体調が良ければ週４〜５日、夕方までの勤務を繰り返すが、それでも給料は月６万円ほど。精神的に落ち込むと出勤日は激減し、手取りで３万円に届かない月も。毎月３万円の入所費や携帯電話料金を支払えば、手元にお金は残らない。少女は「化粧道具も洋服も欲しい。わがままって言われるかもしれないけど、私だって普通の人並みの生活がしたい」と嘆く。

　帰宅は午後６時ごろ。夕食や後片付け、入浴を済ませ、同１１時には消灯となる。正直、ほとんど勉強はできていない。「共同生活だから、仕事から帰っても気を使い続けなければならない」と話し、自立援助ホームから出たい気持ちを募らせる。「ただ、日々の生活で精いっぱい。このままで本当に将来、自立できるのか不安でたまらない」とつぶやく。

　美容業界で働く夢を持っていたが、しばらくお預けにした。「今の夢は、普通の家庭で生活すること。心から落ち着ける場所で生活したい」

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

　■解説

　◇自治体と地域の協力を

　アンケートには、ホームから自立したいがさまざまな理由から困難さを訴える少年少女の思いが記されていた。入所理由のうち、最多は「虐待」の３６人。続いて「親の離婚」７人、「死別」３人だった。中には「両親との不和」「親が受刑中」などもあった。
　安定した収入を得られる職に就けない理由として、虐待や家庭不和のトラウマから精神的に不安定だったり、社会生活への適応能力や教育・技能の不足、学歴など多岐にわたる。入所者の自立には個別ケースに応じた専門性の高い手厚い支援が求められるが、ホーム側も慢性的な財政不安や担い手・人材不足など課題を抱えており、満足なケアが行えていないのが実情だ。

　特に地方の施設関係者からは人材不足を指摘する声が根強く、行政の働きかけや支援は決して十分とは言えない。一方、都市部では自治体や地域と連携し、施設退所後のケアなどを専門とした「アフターケア施設」を運営し、マナー講座や仕事体験などさまざまな就労支援も試みている。

　施設関係者は「自治体や地域の協力なしに、支援は難しい」と口をそろえる。互いが連携し、ともに子どもたちを支援していく体制作りが求められる。【黄在龍】

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

　◇自立援助ホーム入所者の将来の夢

・大学進学

・お嫁さんになって子供３人欲しい

・特にない

・やってみたいことはいっぱいあるが、生活を考えると、現実と夢は区別しないといけない

・資格取って介護福祉士になって、自立したい

・美容関係の仕事に就きたい

・保育士の免許を取る

・ユニセフに入る

・塗装屋の親方になりたい

・生活保護に頼らずに、生活できるようになる

http://mainichi.jp/area/hiroshima/news/20140310ddlk34040315000c.html
・人権侵害:「体罰」２．４倍　昨年８８７件　関心高まり相談急増(3月14日)
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　全国の法務局が２０１３年に教職員の体罰による人権侵害の疑いがあるとして救済手続きを始めた件数が前年比約２・４倍の８８７件に急増、過去最多を更新したことが法務省人権擁護局の統計で分かった。同局では１２年１２月、大阪市立桜宮高校バスケットボール部主将の男子生徒（当時１７歳）が顧問の教諭から体罰を受けて自殺した事件などの報道を機に、法務局への被害相談が大きく増えたことによるとみている。

　救済手続きは、被害相談を受けた法務局が事実関係を調査し、人権侵害をしたと確認した本人に改善を求めたり、捜査機関に刑事告発したりする仕組み。

　体罰事案に対する救済手続きの開始件数は１２年は３７０件。現在と同様の統計を始めた０１年以降では過去最多だったが、今回はさらに大きく伸びた。

　具体的には、高校の教員から体罰を受けたとする生徒の親からの相談があり、調査したところ、教員が部活動で指導に従わなかった生徒の腹を蹴るなどした事実を確認。救済措置として教員本人に反省を促し、校長に再発防止を要請したケースがある。他にも教員が児童や生徒に対し▽黒板消しを投げてぶつけた▽首を絞めた−−などの例があったという。

　一方、１３年に救済手続きを開始した件数を巡っては、インターネットを利用した人権侵害（９５７件、前年比４２・６％増）や、学校でのいじめ（４０３４件、同１・２％増）も過去最多を更新した。【伊藤一郎】

http://mainichi.jp/shimen/news/20140314dde041040035000c.html
・くらしナビ・ライフスタイル:犯罪・貧困、女性の魂の叫び　映画「トークバック」坂上香監督に聞く（3月18日）
　ドラッグ、性暴力、貧困といった「どん底」を経験し、その過去を封印して生きてきた８人の女性たち。芝居を通し語ることで、次第に自分を取り戻していく姿を描いたドキュメンタリー映画「トークバック　沈黙を破る女たち」が２２日から、東京で上映される。監督の坂上香さんは「声を上げることで一歩前に進めるというメッセージを伝えたい」と話す。

　映画の冒頭。著名な黒人の女性詩人、オードリー・ロードの言葉が映し出される。

　《私たちを分断しているのは、私たちの「違い」そのものではない。「沈黙」そのものである》

　舞台は、米サンフランシスコを拠点に活動する劇団「メデア・プロジェクト」。黒人女性、ロデッサ・ジョーンズさんが主宰し、刑務所に収監されている女性のための演劇ワークショップなどを行っている。

　坂上さんは２００６年、ニューヨークで上演された同劇団の詩の朗読会を見て、女性たちの姿に圧倒された。女性受刑者が発する魂の叫び、ほとばしるパワーを日本に伝えたいと強く思った。

　●語ることで前へ

　映画は、１０年３月に上演された「愛の道化師と踊る」の製作過程を、元受刑者やエイズウイルス（ＨＩＶ）感染者など出演者８人の言葉を紡ぎながら追い続ける。

　薬物依存、売春、窃盗などの犯罪を重ねてきたカサンドラ。１９９０年、刑務所でＨＩＶの感染を告知される。「ＨＩＶだから（自分に）価値がなくて当然だと１０年以上、思ってきた」と打ち明ける。最初は触れることのなかった娘との関係についても語り始める。

　オーストリア出身のマルレネは「家族にカミングアウトしたの。長い間心の重荷だったかしら……。告白に３年もかかったのは強い恥を感じていたからなの」と話す。

　感染者向けのホームレスシェルターで暮らすデボラは、長年の薬物使用で言葉をはっきり話せなかったが、レッスンを通じ大きな声が出せるようになった。スポットライトを浴びて、舞台中央にりんと立ち、自作の詩「私の血」を朗読するデボラ。奴隷として生きた祖母、母にさかのぼる詩は、魂の叫びそのものだ。

　「出会った女性たちは、自らのつらい体験を声に出すことで、一歩前に進めることを私に教えてくれた。アメリカの特別な人のことではない。声を上げられない私たちすべてのストーリーです」と坂上さん。女性たちはカメラの前ですべてをさらけ出すが、話し始めるまで、坂上さんはひたすら待ち続け、信頼関係を築いた。通算８年、２０回以上の渡米を経て、やっと完成した。

　●受け手と呼応して

　トークバックは「言い返す」「口答えする」などの意味だが、映画タイトルには沈黙を強いられてきた女性たちが「声を上げる」、人と「呼応し合う」という意味を込めた。

　「愛の道化師と踊る」の舞台も上演するだけでなく、終了後はＨＩＶ、虐待、ドラッグの問題について出演者と観客が討論し、互いに呼応し合う。

　受け手と呼応する手法は、映画づくりにも反映させた。その一つが「市民プロデューサー制」だ。賛同する個人、団体からなる「市民プロデューサー」の寄付などで映画を製作。編集段階で試写を何度も行い、市民プロデューサーの意見を作品に取り入れた。また、薬物依存症、ＤＶ（ドメスティックバイオレンス）被害者、ＨＩＶ感染者、元受刑者、ソーシャルワーカー、弁護士など、さまざまな立場の人たちにも試写を見てもらい、意見を聞いた。

　「視点が異なる意見はとても刺激的だった。作り手、受け手の枠を超え、お互いにトークバックすることで作品はできあがりました」と坂上さんは話す。

　映画は２２日から東京都渋谷区の「イメージフォーラム」で上映され、大阪、京都など各地でも順次公開する。自主上映も受けつける。問い合わせは「アウト・オブ・フレーム」（電話０８０・７９５０・０５２４）へ。【小川節子】

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

　■人物略歴

　◇さかがみ・かおり

　１９６５年生まれ。ドキュメンタリー映像作家。高校卒業後に渡米し、９２年ピッツバーグ大社会経済開発学修士課程修了。帰国後、テレビ番組制作会社で多くのドキュメンタリー作品を手がけ、２００１年からフリーに。０４年に自主製作した「Ｌｉｆｅｒｓ　ライファーズ　終身刑を超えて」は、ニューヨーク国際インディペンデント映画祭で海外ドキュメンタリー部門最優秀賞を受賞。本作は長編映画としては２作目。
http://mainichi.jp/shimen/news/20140318ddm013200003000c.html
・特集ワイド:ベビーシッター事件、真の問題点とは　深刻な子育て事情、３人に聞く（3月24日）
　２６歳のベビーシッターの男に預けられた男の子（２）が遺体で見つかった事件に関連して、「ベビーシッターは事前に面接を」「値段の安さより信頼性を重視して」など“対策”が盛んに語られる。しかし、待機児童、貧困、足りない子育て支援策……現実はもっと深刻だ。シングルの子育て事情に詳しい３人に聞いた。【田村彰子、小国綾子】

　◇２４時間保育だけでは解決しない−−大阪子どもの貧困アクショングループ代表・徳丸ゆき子さん

　大阪市西区で母親が当時３歳と１歳の子どもを５０日間放置し、餓死させた２０１０年の事件などを受けて、子どもを支援する団体を設立した。活動を始めると、危機にさらされている子どもが多すぎてどこから手をつけていいか分からない。「社会の底が抜けている」と痛感する毎日だ。

　今回の事件で子どもを預けた女性にどのような事情があったかは分からないが、社会の中で孤立している親は多い。ネットでベビーシッターを探したりはしなくても、子どもだけを家に置いて夜働きに行く母親もたくさんいる。

　私自身もシングルマザーだが、私の場合は周りに「助けて」と言える環境を作ることができた。でも、支援を始めてみて「助けて」が言えない人がいることを知った。理由は、自分が親にネグレクト（育児放棄）されて育ち、子どもは自分で育つと思っている、一人で生きてきて大人にだまされ、人間を信用できないなどさまざまだ。そういう人に「どこにも相談もしないなんてバカみたい」なんて言えないと思った。

　行政は多様化するライフスタイルに全く対応できていない。対応するのは大変なことだと思うが、ゆっくり構えていたら子どもも命がどんどん危なくなっていく。最近、母親が３人の子どもをネグレクトしている可能性があり、行政に相談したら「目の前に連れてくれば支援できる」と言われた。手をこまねいている間に子どもはどうなってしまうのか。行政の手が回らなければ、民間団体と協力する体制を作って対応してほしい。

　今回の事件は、ただベビーシッターを使いやすくし、２４時間保育所を作るだけでは解決しない。子育て中の親が、夜は子どもと一緒にいられ、病気をしたら休んでも生活していける社会環境を作ってほしい。それには公的資金を使って民間の企業や団体に補助金を出し、行政と一体となって子育てを支援していく環境を作る必要があると思う。

　◇孤独な親の悲鳴を聞いて−−作家・内藤みかさん

　シングルマザーとして高校生の息子と中学生の娘を育ててきました。仕事が深夜に及んだ時は泊まりのベビーシッターを利用し、多い時はシッター代が月１０万円を超えたことも。私は見知らぬ相手に預けたことはないけれど、被害に遭った子の母親はそうせざるをえないほど追い詰められていたのではないか、男性シッターを選んだのは父親のいない息子に良かれと思ったからではないか……。そう思うと切なくてたまりません。

　私もかつてネット上のマッチングサイトを利用しようとしました。相手に面談をドタキャンされ、サイト運営会社に「紹介後は自己責任で」と言われて不安になり、ネットで探すのはやめました。

　当時に比べ、今は待機児童問題がもっと深刻。事件で利用されたサイト（現在は閉鎖中）には事件直後も「４月に職場復帰するのに預け先が見つからない」と悲鳴のような書き込みが並んでいました。認可保育園に入るため、ベビーシッターに預けて働いた実績を作る人もいるんです。

　「全国保育サービス協会の加盟社など信頼できる事業者に預けるべし」は正論。でもしっかりした会社は値段も高く、男児２人を泊まりで預けたら一晩で７万〜８万円かかる。お金を払えない親はどこに預けろというんですか。

　被害者の母親を「やはりシングルか」「仕事ではない理由で預けたのでは」と批判する声を聞きました。「離婚するのはわがまま」という偏見を感じます。私を含め、夫の暴力から子を守るために離婚した人も多いのに。

　日本は「２４時間母親であれ」というプレッシャーが強く、託児への理解が少ない。でもシングルの子育ては孤独に陥りがちで、時には子供と離れてリフレッシュしないと苦しく、虐待につながりかねません。私自身、あえて夜に遊びに行くため預けたこともある。それで救われたから子育てを乗り切れた。そんな心境を思いやってほしい。

　◇社会保障の課題、凝縮した事件−−ニッセイ基礎研究所主任研究員・土堤内昭雄さん

　子どもの年齢や状況によって、必要な時に休みが確保できるワーク・ライフ・バランスが取れた仕事があれば、今回の事件は生じなかっただろう。日本の社会保障制度の多くの課題が盛り込まれた事件であるように思う。

　一般的に子育て支援サービスは、保育所のような行政による公的な制度がほとんどだ。しかし、働き方やライフスタイルが多様化する中で、実際は深夜保育のように行政サービスではカバーできない子育てニーズが増え、それをベビーシッターのようなインフォーマルなサービスが埋めている。昔は家族や親族、地域がその担い手であり、顔が見えていたが、親族や地域のつながりが希薄になり、担い手がいなくなった。顔の見えないネット社会では、インフォーマルなサービスを担う人の質やサービスの信頼性を担保する必要がある。

　もちろん優良なサービスにはお金がかかり、今回のように、経済的に苦しいシングルマザーや非正規雇用の人の利用は難しい。国は多様な働き方や生き方に合わせて、個人の経済状況にかかわらず、公的な援助を強化しなくてはならない。

　加害者、被害者の双方の状況からは、若者の貧困問題も垣間みられる。これまで日本の社会保障制度は高齢者の保障に重点が置かれてきた。国内総生産（ＧＤＰ）に対して教育や子育て支援、雇用対策など若者支援に投入されている税金は経済協力開発機構（ＯＥＣＤ）諸国の中でもかなり低い。少子化解消のためにも、若者の雇用を安定させることが大事だ。

　一方、子どもは親を選べない。全ての子どもが健やかに育つ権利を、社会は保障する必要がある。本来「子ども・子育て支援」は、子育てする親を支援すると同時に、子ども自身を支援することだ。親の利便性も大事だが、子どもの成育環境の向上を図ることを、行政も企業も親も真剣に考えることが重要だろう。

http://mainichi.jp/shimen/news/20140324dde012040003000c.html
・Ｌｉｓｔｅｎｉｎｇ:＜千葉・福祉センター虐待＞入所者死なせた２３歳元職員　未熟さ、暴力で補う（3月27日）
　◇「ストレスがピークに」

　千葉県茂原市の住宅街。１１日朝、県警の捜査員に付き添われた若い男がこわばった顔で捜査車両に乗り込んだ。入所者を虐待死させたとして、直後に傷害致死容疑で逮捕された県立障害者支援施設「袖ケ浦福祉センター」の元職員、行方孝美（なめかたたかよし）容疑者（２３）だった。気弱でおとなしかった一人息子が本当に他人を死なせたのか。「申し訳ない。でも信じられない」。母（５９）の心の中で思いが交錯した。

　　　　◇

　男性利用者に性的嫌がらせをする。プロレス技をかける。センターでは１０年以上にわたって１５人以上の職員が２３人の障害者を虐待していた。福祉関係者から「最悪の虐待事例」との指摘も出ている。

　被害の多くは「強度行動障害」を抱える入所者に集中していた。かみつきや頭突きのような他害行為や、自分の体を傷つける行為が頻繁に表れる障害だ。自閉症を伴う重度知的障害者のように、自分の考えを表現するのが難しい人に多く、相手に意思が伝わらない場合に問題行動を起こすと考えられている。支援が難しく、施設職員には問題行動の理由を理解して対応する高いスキルが求められる。

　「心地よく触れあえました」。保育系学科に在籍していた短大時代、行方容疑者は実習で障害者と遊んだ体験を教員にうれしそうに報告し、保育ではなく障害者施設への就職を目指すようになった。

　センターで働くと聞いた教員は「あそこは要注意だ」と忠告した。施設を見学した際、施錠して入所者を閉じ込める部屋があるのを見たからだ。悪い予感は「優しく、人付き合いのいい今時の普通の若者」（同級生）だった教え子の逮捕という形で的中した。

　行方容疑者は数カ月前から同僚と暴行を繰り返した末、昨年１１月２４日に入所者の少年（当時１９歳）の腹を何度も蹴って死亡させたとして逮捕された。「入浴の指示を聞かない少年に騒がれストレスがピークに達した」。専門的な研修はほとんど受けていない。未熟な支援スキルを補ったのが暴力だった。

　　　　◇

　２０１１年春にセンターで働き始めた行方容疑者は、実家を離れて暮らしていた。半年ほど過ぎた頃、母はたまたま家に帰ってきた息子の手に傷痕を見つけた。利用者にかまれたという。「痛いけど手を上げたら最後だから」。自分を納得させるような口ぶりで話したが、その頃から「疲れた」と繰り返すようになった。家賃などに給料の大半が消え、問題が起きると休日返上だとぼやいた。

　「家はホッとする」。そう漏らした息子に「辞めて帰ってきたら？」と声を掛けたことがある。そんなことを言ったから、息子は親に心配をかけたくないと自ら逃げ道をふさぎ、追い詰められて暴力に頼ったのか。母の自問自答は続いている。

　　　×　×　×

　千葉県立袖ケ浦福祉センターの障害者虐待事件が発覚して３カ月。職員のスキル不足や、運営を委託先に丸投げしてきた行政の責任など多くの問題点が指摘されている。全国で相次ぐ施設での障害者虐待を防ぐために何が必要か。事件を通じて考えたい。（この連載は、田中裕之、山縣章子、黒川晋史、松崎真理が担当します）

………………………………………………………………………………………………………

　■ことば

　◇袖ケ浦福祉センター

　１９６６年に千葉県が設立した障害者支援施設。三つの入所施設があり、在宅では支援が難しい障害者を積極的に受け入れている。昨年１２月時点の入所者は計２４４人。県は設立当初から社会福祉法人「千葉県社会福祉事業団」（職員３４０人）に運営を委託している。

http://mainichi.jp/journalism/listening/news/20140327org00m040007000c.html
・出口なき園:千葉・福祉センター虐待／中　連携の動き、少しずつ　罪悪感、物言えぬ親（3月28日）
　「虐待なんてないと信じていたのに」。昨年１２月１３日、千葉県立障害者支援施設「袖ケ浦福祉センター」が開いた保護者説明会に出席した女性（４４）は、がくぜんとした。「養育園」に入所する長男（１６）に対し、職員が就寝中に無理やり目を開ける虐待をしていたと知らされたからだ。

　長男は問題行動が頻繁に表れる「強度行動障害」の傾向があった。突然、海に飛び込んでサーファーに助けられ、おなかがすくとクレヨンや土を食べた。片時も目を離せず、トイレのドアも開けっ放しにした。疲れ果てて２００７年にセンターに預けたが、「親の務めを果たしていない」と罪悪感にかられた。「園に子供を預けているのは心中の一歩手前まで頑張った親ばかりです」

　数年前から窓ガラスに黒っぽいフィルムが張られ一時帰宅の送迎の際も中に入れなくなった。「外の刺激でパニックになる入所者がいる」という理由だった。閉鎖的になっていく施設に不信感を抱いたが、引け目を感じて意見を言えなかった。

　今年の正月。虐待発覚後、初めて一時帰宅した長男は、寝床で体に手を回すような仕草をした。固く抱きしめると、いとおしさが募った。

　　　　◇

　０３年に養育園に入所した男性は、けがが絶えなかった。１１年には背中に手のひらほどの大きさのやけどを負ったが、職員は「ドライヤーが接触した」と説明した。両親は虐待を疑ったが、問い詰められなかった。

　２０以上の施設に入所を申請してきたが、認められたのはセンターだけだった。他は待機者リストに載ったままだ。親の弱い立場を背景に、言葉で被害を訴えられない障害者に対する虐待が、密室で何年も続いてきた。

　両親は「一人ひとりでは保護者の立場も弱い。でも、まとまっていたら言えたこともあった」と悔やむ。保護者の間では自分たちで連絡網を作って連携しようという動きがようやく出始めた。

　　　　◇

　「本当に優しい子だったので、自分が犠牲となって障害者施設の現状を明るみに出したのだと思います」

　虐待を受けて死亡した少年（当時１９歳）の母は弁護士を通じて記者にメールを寄せた。「入所した時は『これで良かったんだ』と思わせてくれるような場所でした。県が管理しているということで完全に信用しきっていました」。文面に憤りがにじむ。「県が支援の在り方をどう変えて行くのか、見続けます」

　センターの虐待被害者は死亡した少年を含めて２３人。新たな受け入れ先が見つかったのは３人に過ぎない。

http://mainichi.jp/shimen/news/20140328ddm041040089000c.html
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